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魅力いっぱい！私の学校魅力いっぱい！私の学校
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滄そ

う

ろ

う浪
小
学
校

校
訓 「
あ
か
る
く　

か
し
こ
く　

た
く
ま
し
く
」

　本校は、海・川・山に囲まれ、それらの自然環境を学習素材と
して、全校児童が一緒になって取り組んでいる学校です。地区に
は県指定無形民俗文化財の「久

ぐ

見
み

崎
ざき

盆
ぼん

踊
おど

り想
そう

夫
ふ

恋
れん

」や五穀豊穣子孫
繁栄を願う「次郎次郎踊り」、「えーもっそ」などがあり、伝統行事
などが盛んな校区でもあります。

滄浪小学校

高齢者宅への訪問
子孫繁栄を願う小正月の伝統行事

「えーもっそ（祝申そ）」 サンドアート（浜砂を使って作品制作）

　
「
清せ
い
れ
つ冽
に
生
き
よ
」の
願
い
を
込

め
て
命
名
し
た
と
い
う
滄
浪
小
学

校
は
、
市
の
中
央
を
流
れ
る
川
内

川
の
河
口
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

本
校
図
書
室
か
ら
河
口
大
橋
を
一

望
す
る
眺
め
は
見
る
人
の
心
を
癒

し
、
本
校
の
地
理
的
環
境
を
端
的

に
物
語
っ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も

の
夢
を
育
み
、
自
立
と
共
生
の
基

礎
を
育
成
す
る
」こ
と
を
学
校
教

育
目
標
に
掲
げ
、「
一
人
一
人
が

主
役　

楽
し
い
滄
浪
小
学
校
」を
、

目
指
す
学
校
像
に
し
た
、
明
る
く

元
気
な
児
童
が
集
う
学
校
で
す
。

　

市
の
特
認
校
制
度
創
設
当
初
か

ら
、
本
校
は
特
認
校
と
し
て
校
区

外
の
児
童
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

現
在
特
認
児
童
９
人
を
含
む
24
人

の
全
校
児
童
が
、「
海
・
川
・
山

が
呼
ん
で
い
る
よ
」の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
下
、
学
校
と
地
域
家

庭
が
連
携
し
た
豊
か
な
体
験
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
本
格
ス
タ
ー
ト
し

た
小
中
一
貫
教
育
を
受
け
、「
ふ

る
さ
と
川
内
に
学
び
、
ふ
る
さ
と

を
知
り
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
将

来
に
わ
た
っ
て
ふ
る
さ
と
に
貢
献

し
よ
う
と
す
る
子
ど
も
の
育
成
」

を
目
標
に
、
地
域
で
の
体
験
活
動

な
ど
の
学
習
を
見
直
し
、
整
理
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
で
取

り
組
む
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

５
・
６
年
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
科
で
は
、（＊）
Ａ
年
度
で
人
・

自
然
を
、
（＊）
Ｂ
年
度
で
歴
史
・
産

業
を
中
心
に
学
習
し
て
い
く
計
画

で
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、「
久
見

崎
の
自
然
や
人
を
知
ろ
う
・
生
か

そ
う
」、「
久
見
崎
に
働
き
か
け
よ

う
」な
ど
の
各
単
元
の
下
、
具
体

的
な
活
動
に
取
り
組
み
、
人
・
社

会
・
環
境
と
の
か
か
わ
り
の
中
で

児
童
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
研
修
で
も「
自
分

の
思
い
や
考
え
を
表
現
し
、
伝
え

合
う
力
を
持
つ
子
ど
も
の
育
成
」

を
テ
ー
マ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

夢
を
育
む
教
育
　
一
人
一
人
が
主
役
の
楽
し
い
学
校

上
うえ

野
の

　 誠
まこと

 校長
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イモの苗植えボランティア清掃活動交通安全キャンペーン活動

Librar y

行こうよ！図書館へ

中央図書館　　　　 （22）3542
樋脇分館　　　　　 （38）0009
入来分館　　　　　 （44）3111
東郷分館　　　　　 （42）0053
祁答院分館　　　　 （21）8755
里分館　　　　　　 （3）2958
上甑分館　　　　　 （2）0001
下甑分館　　　　　 （7）0390
鹿島分館　　　　　 （4）2211

− 問合先 −

梅雨時期は
図書館で心の雨宿り

　

長
雨
続
き
で
心
も
じ
め
じ
め
し
や
す
い
季

節
で
す
。
そ
ん
な
時
は
読
書
で
心
を
す
っ
き

り
さ
せ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
、

心
の
雨
宿
り
に
図
書
館
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

郷
土
文
芸
誌「
文
化
薩
摩
川
内
」で
は
、
本

市
の
文
化
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
、
郷
土
の

文
芸
・
文
化
の
向
上
を
図
る
た
め
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
投
稿
い
た
だ
い
た
俳

句
・
短
歌
な
ど
の
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
本
号
に
は
、
環
境
省
希
少
野
生
動
植

物
種
保
存
推
進
委
員
と
し
て
、
ベ
ッ
コ
ウ
ト

ン
ボ
の
保
存
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
永な

が

野の

萌は
え

子こ

氏
か
ら
特
別
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
中
央
図
書
館
に
お
い
て
郷
土
文
芸

誌「
文
化
川
内
」・「
文
化
薩
摩
川
内
」旧
号
の

販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 平成 22 年度　おはなしひろばのご案内
幼児・小学生とその保護者を対象に、絵本の読み聞かせなどを行っています。ぜひ、お越しください。

図　書　館　名 曜　　　　　日 時　　　間
中央図書館（会場は中央公民館） 毎月第２・４水曜日　＊６月９日を除く 14:30 〜 15:00
樋脇分館 毎月第４金曜日 10:00 〜 11:00
入来分館 毎月第３土曜日　＊８・１月は除く 10:30 〜 11:00
東郷分館 毎月第３水曜日 16:00 〜 16:30
祁答院分館 毎月第２・４水曜日 16:00 〜 16:30
里分館 毎月第２・３火曜日 16:00 〜 16:30

＊参加料は無料です。	

龍神の雨
道尾 秀介　著
（新潮社）

いま、
会いにゆきます
市川 拓司　著
（小学館）

あめふり
さとう わきこ　作・絵
（福音館書店）

一 般 書

今月は　　

東郷分館からの

おすすめ !!

　雨のせいで、彼らは過ちを犯す。雨のせいで、彼女は殺意を抱く…。
暗転する事件の果て、２組の子どもたちがたどり着いた真実とは？

　ある町に住む秋穂は、１年前に最愛の妻を亡くし、一人息子とつ
つましく過ごしていた。それから１年後、雨の季節に死んだはずの
妻が現れる！

　おばあちゃんは、いつも意地悪な雷小僧たちに、仕返しを考えていた。
「からい・からいけむり」を作り…。

2010.6.10　広報さつませんだい㉓

児 童 書

ヨンイの
ビニールがさ
ユン・ドンジェ　作
キム・ジェホン　絵
ピョン・キジャ　訳
（岩崎書店）

　ヨンイは韓国の小学生の女の子。雨の中、道端に座っている物ごいの
おじさんを見かけ、自分のビニール傘を差し掛けてあげました…。

毎月23日は子どもと一緒に読書の日
今年は

川内

東郷

樋脇 入来

里
上甑

鹿島

下甑

祁答院

■�

郷
土
文
芸
誌
「
文
化
薩
摩
川
内

第
５
号
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

＊�

Ａ
年
度
・
Ｂ
年
度
：
複
式
学
級
で
使
用

す
る
年
度




